
令和４年度第１回学校魅力強化委員会議事録 
開 催 日 令和４年６月２１日（火） 於 白石高校普通科キャンパス会議室 

開催時間 16：00～17：30 

出席者数 委員９名 事務局６名 教育振興課１名 

出席者氏名 

委員：江口、谷崎、辻（筒井）、中川、古賀、平井、林、門田、溝口 

事務局：中島、平山、小川、北村、鶴田、渕野 

教育振興課：細國 

会議次第 

１ 学校長挨拶   

２ 学校魅力強化委員会（学校運営協議会）について   

３ 任命状交付及び委員自己紹介 

４ 議 事 

(1) 会長・副会長の選出 

  江口英樹会長・谷崎孝則副会長が、承認され、江口会長が議長として登壇 

 

(2)学校評価計画及び学校状況報告（主幹より） 

 ①学校評価計画説明 

本校の教育方針とともに、本年度の重点目標 

１）２校舎の連携によるさらなる一体化 

２）新学習指導要領を踏まえた授業改善 

３）総探究で取り組む地域探究を軸に SAGA コラボレーション・スクールの展開 

について説明し、学校評価計画について委員会の承認を得る。 

 ②行事予定、昨年度の進路実績、今年度の総体結果等を資料により報告 

 

(3) SAGA コラボレーション・スクール事業について 

 ①目的（志願者増・有益な人材育成）、重点校のコーディネーターについて（教育振興課より） 

 ②R３年度までの地域魅力化の取組について（前コーディネーターより） 

・活動のメニューはたくさんあり、３町とのかかわりも大いにできた。 

・３年目の生徒募集につながらなかった原因の 1 つは部活動、バスの改善を望む 

・地元からの本校生は２割程度、普通科の学区撤廃や生徒減少でさらに厳しくなる 

・各キャンパスの魅力を進路に繋げて広げてもらいたい。 

 ③本年度の取組について（主幹より） 

  ・地域連携の意義を学校と地域で共有し、地域と協働することによって、地域の振興と学

校の魅力化を図る 

  ・昨年度までの活動を継続しながら、今年度スタートした１年生全部で取り組む総探の時

間と合わせて、地域連携の取組を整理し、深化させる 

・魅力を発信する方法について検討 

 

(4) 意見交換 

 ①昨年度の取組について 

  ・竹プロジェクトがスタートし、今年度は竹チップの効能を畑で検証中 

  ・キャンパス間の統一感の醸成のため、校時の統一、校長の両Ｃ勤務、探究の時間の合同

での取組を実施している 

  ・商Ｃの課題研究にかかわり、こども・あそび・マルシェを実施したが、もう少し長期間

継続してしたいという声を聴くので、今年はそれを叶えたい。 



  ・さくら結びでかわら版を作成していて、商 C の課題研究で、１回分、生徒たちとカフェ

巡りを発行したが、今年度も何かを一緒にやりたいし、可能ならもっと多くの生徒と実

施したい。 

 

 ②SCS について 

  ・コラボレーション・スクールを作り上げることは必要で、難しいが頑張りたい 

  ・この３年間 1 つの学校になるための取組を頑張っていると思う。当初あった商Ｃからの

不公平感も減っている。いかに外から生徒を集めてくるか、どうやって生徒の流出を止

めるのか、今の小中学生の気持ちにどうこたえるか、常に心にある。白石アスリートク

ラブの取組がいいと思っていて、白石町としても後押しをしている。地域連携とあわせ

て、地元の子を増やしたい。 

  ・SCS の目標の志願者増と有為な人材の輩出とあるが、志願者増は結果である。ちゃんと

育成をすることが大切である。ひじり学園もコミュニティー・スクールに、生徒を参加

させることを検討しており、生徒の力を発揮させる場を作りたいと思っている。 

  ・子どもたちの目線で発信や提案をしてほしい。 

 

  ☆☆☆ 議長によるまとめ ☆☆☆ 

    周りからどれだけ連れてくることができるか、魅力化を子供や親御さんたちにどうし

たら届くのか、大事なテーマである。他の高校にはない、「魅力」的な沢山のプロジェク

トを、すでにこの３年間でやってきている。アスリートは目に見えやすく、全国でも最

先端。また、高校生自身が考えること、子供自身が提案できるようにすること、今日は

良いフレーズがたくさん出てきた。今年度で成果を出すことは難しいので、来年度の秋

ごろに県へ提言できることを目標にして、みんなでプログラムを考えましょう。 

 

 (5) その他 

  ・次回の委員会を７月２０日（水）にアドバイザーの方の話を入れて計画中 

  ・コーディネーターを募集のサイトを紹介 

 

事後 

措置 

 朝礼時報告 〇 
職員会議

にて報告 
 

校内 LAN 

にて広報 
 

職員向け配布物机を利用

して広報する。 

その他（                             ） 

 


